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○協調
一、患者様およびご家族との協調
に努めます
一、地域医療機関との協調に努め
ます
一、優れたチーム医療の提供に努
めます
　相生市では昭和の造船不況以降こ
れと言った地場産業も無く，ピーク
の昭和50年には42,000人であった人
口は年々減少し現在は32,000人とな
り，全国各地の過疎化地域に見られ
るように高齢者比率が上昇し25.2％
に達しています．
　当然の如く当院の患者様の年齢層
は年々高くなっており，急性期医療
のみならず慢性期医療，リハビリテ
ーションそして在宅での介護に至る
まで，幅の広いサービスが求められ
ています．
　急性期医療としましては，昭和44
年より救急指定病院として24時間診
療体制を維持し，昨年度の救急車搬
入回数は450件を超え，特に脳神経外
科分野では西播磨西部医療圏域脳外
科輪番病院として24時間いつでも手
術が出来る体制をとっています．ま
た平成14年から，交通の便が悪く通
院が困難な患者様の為に無料送迎サ
ービスを実施し，現在では１日約50
人以上の方にご利用頂き大変好評を
得ております．
　しかし，最近問題となっている医
療制度改革によって医師不足をはじ
めとした地域医療が崩壊しているの
が現実です．当院もその影響をもろ
に受けている状況ですが，地域の住
民の方々から信頼され，この地域で
安心して暮らしていける医療・介護
の体制を整えること，また真に必要
とされる医療・介護を提供すること
が私どもの使命であると考えており
ます．
　当院は「みてもらいたい・働きた
い病院づくり」を理念とし日夜，頑
張っています．「みてもらいたい」と
は「診て」と「見て」の両方の意味
を持っています．つまり身体の調子
が悪くなったらまず診てもらいたい
の「診て」，また頑張っている私達
（職員一同）を見てもらいたいの「見
て」です．また「働きたい」と思っ
ていただける病院こそがみてもらい
たい病院であると信じております．
その為に私たちは「信頼」「継続」
「協調」を行動指針の三本柱とし，
常に患者様第１主義に徹し職員が切
磋琢磨し，自らのスキルアップを図
り進歩していきたいと考えておりま
す．
　そのような考えの下，平成19年10
月に外来棟を新築し狭く老朽化して
いた外来診療環境の改善を行いまし
た．また，並行して病棟の全面的な
改装工事を行ない，平成20年３月に
は計画していた工事がすべて完成し
ました．それにより患者様のアメニ
ティーは飛躍的に向上しております．
今後の展望
　現代の医療は治療医学から予防医
学へと変わりつつあります．そんな
中，当院のように地域に根ざした医
療機関にとっては公共機関と力をあ
わせ生活習慣病の発症予防の検診，
指導体制の整備，またこれから増加
してくるであろう認知症の患者様に
対する介護事業の充実が重要になる
と考えて平成20年７月認知症対応型
共同生活介護事業所を開設しました．
　厳しい医療情勢ではありますが，
職員一丸となって地域医療の充実，
発展に努力していきたいと考えてお
ります．また岡山大学の各教室の先
生方には大変お世話になっておりま
すが，今後ともご愛顧のほど宜しく
お願いいたします．
付記
　相生市では毎年７月に兵庫カップ相生
ドラゴンボート選手権大会が開催されま
す．ドラゴンボート（龍舟）とは，古代中
国で生まれた世界最古の手漕ぎ舟（鼓手，
舵取り，20人の漕手）の競漕で５月に行わ
れるペーロン祭りについで盛んなイベン
トとなっています．当院では相生市のイベ
ントに積極的に参加しようということ，結
束を高めようという目的で，「ＨＡＮＤＡ
ＲＳ（はんだーす）」というチームを作り
活動しております．今までに下記の通りの
成績を残し，来年度はもっと上位をとみん
な頑張っています．
＊　2009年兵庫カップ相生ドラゴンボー
ト選手権大会……優勝
＊　第３回関西空港ドラゴンボート大会
……優勝
＊　2007年日本国際ドラゴンボート選手
権大会……第８位
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